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概要  

食料廃棄物削減は持続可能な開発目標 (SDGs)の中の一つに位置付けられてお

り、社会的に重要な課題である。食料廃棄削減は廃棄物のみの問題だけでなく、

その多寡によって様々な社会・経済・環境に影響を与えると予想されるが、こ

れまでその影響は明らかでなかった。本研究は、将来的に食料廃棄量が削減さ

れた場合の社会、経済、環境影響評価を、統合評価モデルを用いて行った。具

体的には温室効果ガス排出量、自然資源消費量、土地利用変化、飢餓リスク人

口 に着 目し た。 その結 果、 消費 段階 からの 食料 廃棄 物を 半減す ると いう 2030

年 の 目 標 下 で は 、 廃 棄 物 量 の 削 減 以 外 に 様 々 な 便 益 が あ り 、 温 室 効 果 ガ ス は

5.9％、飢餓リスク人口は 4.7％低下した。  

 

abstract 

英文の abstract 

Food waste  and loss  reduction  is set  as  one of  the Sustainable  

Development Goals  (SDGs)  which  we need to  tackle  global ly.  Food 

waste  reduction  i tself  i s  meaningful  for  waste  reduct ion,  and  

furthermore it  can change the soc ia l ,  economic and environmental  

si tuation.  However,  there  are  no  studies  that  are  assessed within the  

context of  SDGs.  In this study,  here  we show that g lobal  

mult i -cobenef it  o f  food waste  reduction  to  the societal ,  economic and 
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environmental  aspects  by  using an  integrated assessment  model  

(AIM/CGE;  Asia-Pac if ic  Integrated Model  /  Computable  General  

Equi l ibrium).  We assessed greenhouse gas (GHG) emissions,  

land-use  change,  and  the number of  population at  r isk  of  hunger.  We 

f ind that the food  reduction goal  in  SDG halving the  food waste  

generated by consumption  would bring  mult i - facet  benef i t  to  the 

society  and environment and lead  5 .9% and 4 .7% reduct ion  in  GHG 

emiss ions  and number o f  populat ion  at  r i sk o f  hunger.  Meanwhi le ,  we  a lso  

found that  these  s ide  e f fects  are  l imited to  achieve  individual  goals  (e .g .  

zero  hunger)  whi ch  would  imply  that  food waste  reduct ion  should  be  

interpreted as  one  o f  the  countermeasures  that soc ie ty should  tackle  wi th . 

 

研究内容  

1.  背景・目的  

現在世界で年間約 13億トンの食料が廃棄されており、これは消費量のおよそ 1/3に 相当

する (FAO 2011c)。対象のものが生産されてから消費されるまでに排出した温室効果ガス

が環境へ与える負荷を二酸化炭素換算した指標、いわゆるカーボンフットプリントを用い

ると、世界の食料廃棄は二酸化炭素 44億トン相当となる (FAO 2014)。  

Sustainable  Development Goals  (SDGs)は世界全体で経済、社会そして環境の調和のと

れた持続可能な開発を達成するための目標群であり、そのうちの SDG12は 2030年までに小

売・消費段階における一人当たりの食料廃棄量を半減させ、食料サプライチェーン全体の

食料廃棄を削減することを目標の 1つとして掲げている。食料廃棄は国際的に大きな問題

であり、世界的に削減しようという取り組みがなされている。食料廃棄が削減されれば食

料サプライチェーン全体での温室効果ガス排出や資源損失が減少すると考えられる。  

そこで本研究では食料廃棄量の将来推計を行い、SDG12を達成することで削減される世

界全体の食料廃棄量、その際に温室効果ガス排出量や水資源消費量、農地面積、森林面積、

飢餓人口、食料価格がどれだけ変化するか明らかにする。  

2.  手法  

(1)  全体の概要  

本研究では社会経済状況の異なる想定について、食料廃棄物削減が行われないなりゆき
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シナリオ（以下、ベースラインシナリオ）と SDG12達成により食料廃棄量が削減される想

定のシナリオ（以下、食料廃棄削減シナリオ）を作成し、それぞれについて食料廃棄量お

よ び 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 経 済 モ デ ル の AIM/CGE （ Asian-Pacif ic  Integrated 

Model /Computable  General  Equil ibr ium,）モデルで推計した。対象期間は 2005年を基準

として 2030年まで、対象地域は世界全体とした。使用した経済モデルは応用一般均衡モデ

ルの AIM/CGEモデルで、それに食料廃棄量を計算するモジュールを加えた。計算に必要な

地域別の食料廃棄率のデータは FAO(2011b)のものを、 SDG12達成のための食料廃棄率の

削減率は FAO(2015)のものを用いた。  

(2)  シナリオの作成  

社 会 経 済 の あ り 方 に よ っ て 温 室 効 果 ガ ス 排 出 状 況 や 食 料 消 費 の 様 子 は 大 き く 左 右 さ れ

ると考えられる。そのため、異なる社会経済状況を想定するために本研究では社会経済シ

ナリオ (Shared Socioeconomic Pathways,  SSPs)を用い、そのうち代表的な SSP1,2,3を用

いた。  SSP1は緩和策、適応策ともに容易な持続可能なシナリオであり、SSP3はそれと対

照的に緩和策も適応策も導入が困難であり、 SSP2はこの 2つの中庸のシナリオである。  

こ れ ら の 3つ の シ ナ リ オ に 対 し て そ れ ぞ れ  食 料 廃 棄 物 削 減 を 行 う ケ ー ス と 現 状 の 廃 棄

率が継続するケースをそれぞれ定量化する。  

(3)  食料廃棄率のデータ  

本研究で食料廃棄量を計算するために導入した FAO(2011b) 7 ) のデータは、食料の種類別、

地域別かつ食品サプライチェーンの段階別のものである。食料の種類は穀類、根菜類、油

種子・豆類、果物・野菜類、肉類、海産物及び生乳の 7種類で、 AIM/CGEモデル内の品目

に対応させた。地域は AIM/CGEモデル内の地域区分に対応させた。食品サプライチェーン

の段階は、生産段階、収穫・貯蔵段階、加工段階、流通段階及び消費段階の 5段階である。  

将来の食料廃棄量の削減率に関しては、FAO(2015)の、SDG12が掲げる 2030年までに小

売・消費段階における一人当たりの食料廃棄量を半減させ、食料サプライチェーン全体の

食料廃棄量を削減する目標を達成するための食料廃棄削減率の仮定を用いた。  

3.  結果  

(1)  世界全体の食料廃棄量の推移  

ベースラインシナリオ及び食料廃棄削減シナリオの SSP別の 2030年までの食料廃棄量の

推計結果を図 1に示す。ベースラインシナリオと食料廃棄削減シナリオで食料廃棄量は大

きく異なる推移を示した。現状はおよそ 1500Mtの食料廃棄物が発生しているが、 2030年
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頃までベースラインシナリオでは継続的に増加傾向にあり、 2030年においては 2000Mtを

超える程度となった。この増加は主として人口増加（約 80億人）と堅調な経済成長に起因

する。一方、食料廃棄削減シナリオでは大きく異なる傾向を示し、およそ 1400Mtとなり、

継続的に減少傾向となった。社会経済シナリオは SSP1-3はいずれにおいても類似の傾向を

示した。  

 
図 1  シナリオ別食料廃棄量推計結果  

次に、図 2 に 2030 年の SSP2 でのシナリオ別の途上国と先進国の食料廃棄量の食料サ

プライチェーンの各段階の内訳を示す。途上国では生産段階と収穫・貯蔵段階で廃棄量が

多く、先進国では消費段階での廃棄量が比較的多い。これは FAO の現状に関する分析を行

った報告書 (FAO 2011b）でも言及されているが、途上国では生産や流通管理が行き届いて

おらず、先進国では食料を無駄に消費段階で廃棄している傾向が将来にわたっても継続す

ると考えられる。  

 

図 2 SSP2 のシナリオ別地域別食料廃棄量推計結果の段階別内訳 (2030 年 )  

(2)  食料廃棄物削減による副次的効果  

次に、温室効果ガス排出量（農業由来の CH 4 、 N 2 O、 CO 2 ）、灌漑用水消費量、農地面

積、森林面積、食料価格および飢餓人口の 2030年におけるベースラインシナリオと食料廃

棄削減シナリオの差異を図 3に示す。ベースラインシナリオを基準とし、食料廃棄削減シ

ナリオによって変化した割合を示している。食料廃棄削減シナリオでは全ての要素につい

てベースラインシナリオ比べて見られた。食品廃棄物を削減した結果、農業生産量が減少
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し、GHG排出量、水消費量、農地面積が減少し、森林面積が増加した。食料の需給ひっ迫

が緩和され、食料価格が低下し、その結果、飢餓人口が減少していることがわかる。  

食料廃棄削減シナリオにおいて、1人当たりの食料需要は 1日 2827kcalから 2818kcalとほ

ぼ変わらなかったが、 食料廃棄量は年間 760Mt、農業生産量は年間 320Mt減少したため、

余剰な食料廃棄が抑制され、生産量を減らしても賄えるようになったと考えられる。また、

農地面積が 70Mha減少するのは、農業生産量の減少、林面積が 90Mha増加するのは、農地

の一部が森林になったこと、および農地に転換されるはずだった森林がそのまま森林であ

るためだと考えられる。また、水資源消費量は年間 140km 3 減 少し、そのほとんどが灌漑

部門によるものなので、農業生産量減少によるものだと考えられる。食料価格が減少し、

飢餓人口が 9000万人減少したことから、途上国でも食料が流通するようになったのだと考

えられる。ここでは示さないが、以上の傾向は SSP1、 SSP3においても確認された。  

 

図 3  SSP2の食料廃棄削減シナリオによる各要素の変化率 (2030年 )  

4.  考察  

 AIM/CGEモデルによる日本の 2015年の食料廃棄量の推計値は 2182万トンであり、環境

省が公表している食料廃棄量の推計値 2842万トンとは誤差があるが、これは AIM/CGEモ

デルが世界全体を対象としたモデルであることによる精度の違いによるものであり、今回

の推計においては問題ない範囲の精度差であると考えられる。  

ど の SSPsに お い て も 食 料 廃 棄 削 減 シ ナ リ オ に よ っ て 約 36%の 廃 棄 量 の 削 減 が 推 計され

たことから、食料廃棄物の発生量は人口や GDP、食料の指向といった社会経済の想定より

も食料廃棄物の削減施策自体に強く依存することがわかる。これは長期的にはその限りで

はない可能性があるが、少なくとも SDGsの目標年とされている比較的短期の 2030年につ

いては言えることである。  

食料廃棄物削減による副次的効果についてみると、環境や社会的な指標である GHG、水

資源や飢餓人口などの削減率は極めて限定的であり、多くて 10%程度である。これはそも
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そも食料廃棄物が食料生産の 1/3程度であり、この 1/3を半減したとしても食料生産全体に

与える影響は 20%以下となり、効果が限られている。しかし、一つ一つの細かな対策の積

み重ねで社会や環境は改善していくと捉えれば、仮に食料廃棄物削減の貢献分が小さかっ

たとしても、有力な対策の一つとして位置付けてもよいのではないかと考えられる。  

5.  結論  

本研究では、SDGsで掲げられている食料廃棄物削減目標が達成された際の社会・経済・

環境影響評価を行った。その結果、  SDGsで掲げられている他の目標にとっても副次的便

益があることが明らかとなった。具体的には、飢餓リスク人口の低下、GHG排出量の低減、

水利用の低下などである。一方、それらの副次的便益の量は飢餓撲滅等の SDGが掲げてい

る個別と比べると効果は限定的であることから、食料廃棄物削減策は様々な対策パッケー

ジの中の一つとして捉えられるべきであると考えられる。  
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